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This research investigates arts education being carried out jointly at educa-
tional facilities for young children (mainly kindergartens are targeted here)by
 
the Inner Mongolia University for the Nationalities and the College of Fine
 
Arts within the university,which are located in the Inner Mongolia Autono-
mous Region. Many works of art have been passed down through Inner
 
Mongolia’s long history, including traditional native costumes and ethnic
 
handicrafts,and it is thought that these also exert many influences on modern
 
arts education. Through the educational facilities for young children, we
 
conducted investigations and discussions of historical changes and develop-
ments in arts education in Inner Mongolia up to modern times. Based on these,
we carried out comprehensive analysis by using field surveys of the curricula
 
and educational methods of educational facilities for young children currently
 
being carried out,while focusing in particular on the originality of colors and
 
shapes being used in arts education that exhibits traditional aspects.

































































































































































































































































































































































１)内蒙古（モンゴル）自治区（Inner Mongolia Autonomous Region）は、中華人民共和国が1947年にモンゴ
ルの南部に設置した省級の自治体。中国領土の北沿に位置する自治区である。
２)内蒙古民族大学HP（http://www.admissions.cn/imun/index57.htm）
３)図２～５の作品については、『内蒙古当代女画家十一人作品集』，内蒙古人民出版社，2011及び『満迅油画作
品集』，内蒙古草原油画院，2011の掲載作品から抜粋した。
４)主にモンゴル高原に住む遊牧民が使用する伝統的な移動式住居。ゲルは円形で、中心にある２本の柱で支え
られた骨組みによって、屋根部分には中心から放射状に梁が渡される。これに羊の毛で作ったフェルトをか
ぶせ、屋根・壁に相当する覆いをする。壁の外周部分の骨格は木組みで、菱格子に組んであり接合部はピン
構造になっているので蛇腹式に折り畳むことができる。
５)『生活に根ざした幼児の美術教育の実践例―創造性を育む新しい試み』，王艶・張奕・任妹，2005，CHILD
 
RESEARCH NET（http://www.blog.crn.or.jp/lab/01/05.html），「上海のＳ幼稚園」の先進事例を基に『学
前教育―信息与研究』４号，2005．において掲載された文章を編集した内容となっている。
６)『子どもの「生活」に根ざした造形的なものづくり教育の意義と授業構成の視点―内モンゴル自治区バヤン
タリヤー地域を事例として―』，包格日楽吐，「美術教育」（293号），2010，pp.28-36．
７)渡辺一洋・加藤啓治・柳晋・金子仁，『日本の地域風土と自然環境を通した素材と子どもの「ものつくり」活
動―造形・遊び・四季から表現行為へとつながる保育実践の検討―』，2014,育英短期大学幼児教育研究所紀
要第12号．において、詳しく考察した。
８)雀淑芬，『内モンゴル自治区の教育現状の一考察』，2011，筑紫女学園大学・筑紫女学園大学短期大学部紀要
第６号，pp.155-165．
９)Bulag，『子どもの心身の発達に家畜が及ぼす影響についての考察―内モンゴル自治区のマラチン（malcin）
の事例研究』，2009，関西学院大学，教育学論究⑴，pp.199-209．
10)四季折々に移動することなく、ほとんど定住しながら、大自然の牧草で家畜を飼育する人々のことを「マラ
チン」と呼ぶ。「マラ」はモンゴル人が昔から飼育してきた五畜（牛、馬、羊、山羊、駱駝）を指し、「チン」
はモンゴル人のイメージが定着している。
11)トリゲル・木村美智子，『地域性を生かした内モンゴル小学校美術教育の必要性』，2012，茨城大学教育学部
紀要（教育科学）第61号，茨城大学，pp.77-88．
12)ウランバートル市は、トーラ川沿岸の標高約1,300ⅿの場所に位置する都市。人口は1,221,000（2012年統計）
で、同国の人口のおよそ半数近くが集中して居住するモンゴルの政治・経済の中心地であり、中国からロシ
ア（欧州）に至る国際鉄道の主要な中継地である。そのため、中国やロシア風の建築物なども多い。
（2015年２月５日受理）
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